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１ 被災地等の治安回復・維持 

 

(5) 避難所における防犯対策、相談への対応等 

【内閣官房・内閣府・警察庁・法務省】 

避難所においては、窃盗を始めとした各種犯罪のみならず、流言飛語や生活上

の様々なトラブルが生じ、これが被災者の不安を殊更に増大させることが懸念さ

れることから、このような不安を解消し、被災者の生活の安全・安心を保持する

ため、的確な情報の発信に努めるとともに、被災地の警察官に加え、全国から被

災県に対し、警察官やパトロールカーを派遣し、警戒・警ら活動を推進する。 

また、全国から女性警察官を派遣し、被災者が相談しやすい環境を整備し、避

難所等における相談の受理や防犯指導、流言飛語への対応等を行う。その際、必

要に応じ、保護司等の関係機関・団体と連携する。 

さらに、長期化する避難所での生活等に伴うプライバシー侵害等、震災に伴っ

て生ずる様々な人権問題に対処するため、人権相談に応じるほか、女性や子育て

に配慮した避難所の設計や安全な生活環境の整備を推進するとともに、避難所運

営への女性の参画や意向の反映を促進する。 

また、女性に対する暴力に関する相談サービス等の周知を図る。 

 

(6) 被災地等における子ども・女性への支援 

【内閣府・警察庁・文部科学省・厚生労働省】 

   被災地等の子ども・女性の犯罪被害に遭う不安を解消し、生活の安全・安心を

保持するため、被災地の警察官に加え、全国から被災県に対し、警察官やパトロー

ルカーを派遣し、警戒・警ら活動を推進する。 

また、全国から女性警察官を派遣し、関係機関・団体と連携して、避難所等にお

ける子ども・女性からの相談の受理、防犯指導等を行う。 



 

さらに、地域ぐるみの学校安全体制整備の取組に対する支援により、子どもの安

全を確保するほか、保護者用リーフレットの配布等により、被災した子どもの心の

ケアの充実を図る。 

加えて、女性や子育てに配慮した避難所の設計や安全な生活環境の整備を推進す

るとともに、避難所運営への女性の参画や意向の反映を促進する。 

また、女性の悩みや女性に対する暴力に関する相談サービス等の周知を図る。 

さらに、妊産婦や乳幼児は、被災したことにより、身体的・精神的に厳しい状況

に置かれていることから、避難所等で生活する妊産婦や乳幼児が専門的・長期的な

支援を受けられる体制の整備に努める。 

また、震災によって日常生活を奪われ、避難生活を送ることを余儀なくされた児

童の生活状況の激変に伴う様々な不安や悩みに対して、児童福祉に関わる専門職種

の者による相談・援助によって、これらを解消し、被災前の生活や心理状態を取り

戻すための支援を行う。 

 

 

３ 復興期のまちづくりにおける治安基盤の確立 

 

(1) 犯罪の起きにくいまちづくり 

【警察庁・国土交通省】 

   被災地を復興するに際しては、被災者の生活をより安全・安心なものとするた

め、あらゆる防犯性能を備えたまちづくりを推進するとともに、地域コミュニティ

の再生の状況に応じて警察によるきめ細かな防犯対策を行ったり、防犯ボランティ

ア活動の始動・活性化を図ったりすることにより、犯罪の起きにくいまちを実現す

ることが重要である。 

このため、関係省庁が連携し、防犯に配慮した見通しの良い植栽の整備、コミ

ュニティスペースの確保等の防犯に配慮した環境設計、防犯カメラ・防犯灯等の

防犯設備の計画的配置、防犯性能の高い建物部品の普及、警察官による被災者向け

の公営住宅等の警戒・警ら活動の実施、防犯ボランティアの立ち上げや活動への支

援等、女性を含む地域住民の参画を得つつ、犯罪の起きにくいまちづくりを総合的

に推進する。 

 




